
　本市では、心身機能の低下が進み、「健康」と「要介護状
態」の中間の状態を表す「フレイル」を予防し、高齢者の方
がいつまでも健康でいきいきと暮らせるよう、令和２年度
から「フレイル予防プロジェクト事業」を実施しています。
本事業では、理学療法士などの専門職によるフレイル予
防の取組に加え、高齢者の方が早期にフレイルリスクを
確認できるよう、測定機器などを用いたフレイルチェック
を行う「市民フレイルサポーター」を養成し、「市民力によ
る、市民のためのフレイル予防」の取組を市内全域に広げ
ています。
　また、健康寿命の延伸の取組である「いろは健康ポイン
ト事業」は、歩数に応じてポイントがもらえる本市の人気
事業であり、コロナ禍であっても、参加者の歩数が減少
していないことから、参加者一人ひとりの健康意識の高
さを感じます。この取組に加え、ノルディックウォーキン
グ・ポールウォーキングの普及啓発など、歩く質を高める
取組により、健康で自立した生活を送ることができる期
間を示す65歳健康寿命については、令和元年に女性が埼
玉県内で１位となっています。
　申すまでもなく、志木市民の元気が持続可能な志木市
へとつながります。市内に住む介護保険サービスを受け
ていない85歳以上の高齢者の方を表彰する「あなたの元気
が志木市の元気表彰」では、これまで1,197人の元気な高
齢者の方が表彰されました。
　ぜひ皆さんも志木市が実施する健康事業に参加をいた
だき、いつまでも「元気！ハツラツ！」に暮らせる志木市を
目指して、人生100年時代の到来を見据えた健康長寿に向
けて、「心と体Ｗ

ダブル

の元気が健康」という意識を共に広げて
いきたいと思っています。

　人生100年時代の到来と言われている現代、日本では平
均寿命が延びる一方で、令和７年には全ての団塊世代が
後期高齢者となるなど、高齢化率が増加することにより、
介護の需要はさらに高まることが予測されます。
　また、近年では、コロナ禍の影響で高齢者の方が家に
こもりがちになり、運動不足による体力低下、さらにはコ
ミュニケーションの減少に伴う気分の落ち込みや認知機
能の低下などが課題となっています。
　本市の高齢化率に目を向けますと、３年間の推移では、
令和２年は24.5％、令和４年は24.8％とほぼ横ばいの状況
ですが、日常生活全般において介護が必要となる要介護
の認定率は、令和２年が14.6％であったのに対し、令和４
年では16.4％と増加傾向となっており、コロナ禍の影響も
あって介護給付費はこの２年間で５億円も伸びてしまっ
ている現実があります。
　一方で、館地区の高齢化率は令和４年で46.9％と、市
内で最も高いものの、要介護認定率は10.9％と最も低い状
況であることから、元気な高齢者の方が多い地区である
ことが分かり、まさに、歳を重ねても介護状態にならな
いこの状況が理想と言えます。

以心伝心

以心伝心

志木市長

第 20回　清水の力持ち

　幕末から明治の初めの頃、宗岡に大力の持ち主がいました。
名は清水清次郎。近所の力自慢と一座を組み、江戸で興行を打
ち大評判を博したといいます。左記の写真は興行のチラシです。
　清次郎の本姓は荒井氏、近所の人たちも地元の地名（小字名）
である清水をとって清水姓を名乗ったとのことで、一座は各地
を巡業し、海を渡って中国の地まで興行したそうです。
　神社やお寺には力石という一抱えもある大きな石が奉納さ
れています。祭礼などの折、力自慢たちが技を競ったもので、
六十貫（225㎏）、四十貫（150㎏）など重さと奉納者、年号などが
刻まれています。卵型の丸い石のため、差し上げるのは大変な
力技であることが想像できます。上宗岡の浅間神社と下宗岡の
下ノ氷川神社には荒井清次（治）郎の名を刻ん
だ力石が４つ残っています。
　清次郎ら一座は年号が明治に変わってほど
なく、再度海外に興行することとなりました。
出発にあたり清次郎は、愛用の六十貫余の力
石を差し上げて屋敷を一周し、「もし自分が
帰らぬときには、今日を命日として、この石
を霊神として祀ってくれ」と言い残して旅だっ
たのですが、これが予言であったかのように
二度と帰ることはなかったのでした。荒井家
にはその力石が大切に祀られています。

●浅間神社
　所在地／上宗岡 4-27-20
　バス停「宗岡蓮田」から徒歩 3分
●下ノ氷川神社
所在地／下宗岡 4-7-43
　バス停「下宗岡四丁目」から徒歩 5分
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「元気！ハツラツ！」をいつまでも


